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我々、オーストラリア、ブルネイ・ダルサラーム、カナダ、

チリ、日本、マレーシア、メキシコ、ニュージーランド、ペ

ルー、シンガポール、米国、ベトナムの閣僚及び代表は、シ

ンガポールにおいて４日間の閣僚会合を終えたところであ

り、最終的な協定に向けた更なる躍進を遂げた。 

 

我々は、前回の閣僚会合で特定された着地点の大部分につい

て合意した。いくつかの論点が残っているものの、我々は、

包括的でバランスの取れた成果を目指す観点から、これらの

課題を解決するための道筋を示した。また、広範な二国間会

合を通じて、我々は、残りの作業の重要な部分を占める市場

アクセスについても進展させており、市場アクセスの全分野

に渡る野心的なパッケージの完成に向けた作業を継続する。 

 

今回の会合を受けて、我々は、残された課題について各国国

内で協議を行う。 

 

我々は、昨年 10 月にバリで首脳から指示された通り、2011

年にホノルルで設定された目標の達成に向けた協定につい

て、できる限り早期に結論を得るために努力している。我々

は、ＴＰＰ参加各国において、国民の雇用、企業の機会、経

済成長、発展を創出するような協定を実現するために必要と

なる相当な水準の努力を注ぐ。 

 


